
真宗大谷派名古屋教区教化センター

〒460-0016
名古屋市中区橘二丁目8番55号
TEL（052）323-3686
FAX（052）332-0900

■発行人／安田 雅
■発行所／真宗大谷派名古屋教区教化センター

2025.6.25センタージャーナル
真
実
の
学
び
か
ら
、

今
を
生
き
る「
人
間
」と
し
て
の

責
任
を
明
ら
か
に
し
、

と
も
に
そ
の
使
命
を
生
き
る
者
と
な
る
。

No.119

教
化
に
携

わ
る
多
く

の
方
々
か

ら
の
意
見

を
聞
き
な

が
ら
、
慎

重
か
つ
着

実
に
検
討

を
進
め
て

い
き
ま
す
。

研
修
業

務
で
は
、
二
年
に
わ
た
る
「
正
信
偈
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
聖
典
研
修
」
が
終
わ
り
、
次
年

度
か
ら
は
『
観
経
』
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、

時
代
社
会
に
即
応
し
つ
つ
、
課
題
を
深
め
る

た
め
の
「
特
別
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
研
究
生
第
十
四
期
生
が
三
年
間
の
学

び
を
修
了
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た（
本
紙
四
・
五
面
に
修
了
報
告
を
掲
載
）。

そ
の
学
び
の
姿
を
受
け
継
ぎ
、
次
年
度
か
ら

は
新
た
に
研
究
生
第
十
五
期
生
が
歩
み
出
し

ま
す
。

研
究
業
務
で
は
、「
大
谷
派
の
近
現
代
史
」

「
尾
張
の
真
宗
史
」「
現
代
社
会
と
真
宗
教

化
」、
そ
し
て
「
真
宗
の
仏
事
（
特
に
ご
本

尊
・
お
内
仏
）
研
究
・
学
習
班
」
と
い
う
四

つ
の
研
究
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題
に
お
い
て
は
、
長
ら
く

希
求
さ
れ
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
体
制
が
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
の

事
業
を
活
性
化
さ
せ
る
上
で
も
重
要
な
こ
と

で
す
。
ス
タ
ッ
フ
相
互
の
多
角
的
な
視
点
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
深
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

教
化
セ
ン
タ
ー
は
、
教
区
の
一
人
ひ
と
り

が
灯
火
を
も
っ
て
集
う
〝
広
場
〟
で
あ
り
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
は
そ
の
火
が

消
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
教
化
セ
ン
タ
ー
と
い
う
場
に

集
い
、
照
ら
し
合
う
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な

炎
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

灯
火
を
道
し
る
べ
と
し
な
が
ら
、〝
教
区
教
化

の
セ
ン
タ
ー
〟
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

教
区
は
毎
年
七
月
か
ら
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

こ
で
年
度
末
に
際
し
て
二
〇
二
四
年
度
の
教
化
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
今
年
度
よ
り
〝
あ
る
べ
き
教
区
教
化
の
姿
を
検
討

す
る
〟
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
教

化
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
検

討
会
議
①
と
、
教

化
委
員
会
、
別
院

職
員
か
ら
の
選

抜
メ
ン
バ
ー
、
教

区
駐
在
教
導
に

よ
る
検
討
会
議

②
と
い
う
二
つ
の

会
議
体
を
中
心

に
、
活
発
な
議
論

を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
区

灯
火
を
も
っ
て
集
う
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は
じ
め
に

前
回
『
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
一
六
号

に
て
「
尾
張
の
真
宗
法
宝
物
調
査
レ
ポ
ー
ト
」

と
題
し
、名
古
屋
教
区
第
七
組
と
第
二
九
組（
と

も
に
稲
沢
市
・
一
宮
市
）
で
共
有
さ
れ
る
教
如
・

厳
如
両
上
人
連
座
御
影
を
取
り
上
げ
、
概
要
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
も

申
し
上
げ
た
が
、
現
在
こ
の
御
影
は
第
七
組
と

第
二
九
組
の
寺
院
で
巡
回
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
年

一
度
、
こ
れ
を
奉
懸
し
て
の
法
要
が
、
組
内
住

職
の
参
勤
と
地
域
門
徒
の
参
詣
に
よ
り
勤
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
度
（
三
月
六
日
）、
筆
者
は
そ

の
法
要
に
て
講
話
を
担
当
す
る
ご
縁
を
得
た
が
、

本
稿
で
は
、
そ
の
時
の
話
の
一
部
を
ま
と
め
さ

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

＊
＊
＊

前
稿
で
も
述
べ
た
が
、
本
連
座
御
影
は
真
宗

大
谷
派
の
相
続
講
創
設
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
八
月
、
本
山
つ
ま
り

真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
よ
り
「
名
古
屋
教
区

中
」
に
下
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
同
時
に
全

他
教
区
へ
も
下
付
）。
そ
れ
は
相
続
講
の
梃
入
れ

と
拡
張
を
企
図
し
て
、
翌
十
一
年
四
月
に
本
山

に
て
厳
修
さ
れ
る
記
念
法
要
を
前
に
下
付
さ
れ
、

教
区
内
各
組
を
中
心
と
し
た
単
位
で
、
そ
れ
を

奉
懸
し
て
の
勤
行
と
聞
法
の
場
が
開
設
さ
れ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
趣
旨
が
、
昭
和
十
年
八
月
二
十
八
日
付
で
宗

務
所
よ
り
発
示
さ
れ
た
「
書
立
」
に
詳
し
く
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
稿
の
通
り
で
あ
る
が
、そ

の
冒
頭
に
あ
る
次
の
言
葉
に
注
目
し
た
い
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
は
、

相
続
講
ノ
儀
ハ
去
ル
明
治
十
八
年
厳
如
上

人
ノ
御
創
設
ニ
カ
ヽ
リ
普
ク
門
葉
ヲ
シ
テ

其
趣
意
ヲ
体
セ
シ
メ
益
歴
代
伝
灯
ノ
法
義

ヲ
相
続
シ
教
如
上
人
辞
禄
ノ
御
遺
志
ヲ
紹

キ
テ
本
廟
ノ
護
持
ニ
資
セ
シ
メ
ン
ト
企
画

遊
サ
レ
候
ト
コ
ロ
１

と
あ
り
、
相
続
講
が
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）

年
、
厳
如
上
人
の
創
設
に
か
か
り
、
法
義
を
相

続
し
「
教
如
上
人
辞
禄
ノ
御
遺
志
」
を
受
け
継

い
で
、
本
廟
の
護
持
に
貢
献
す
る
こ
と
を
願
い

と
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
東
本
願
寺
創
立
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
第

十
二
代
教
如
上
人
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た

訳
で
あ
る
が
、
で
は
本
廟
護
持
の
た
め
に
受
け

継
が
れ
る
べ
き
、
こ
の
「
教
如
上
人
辞
禄
ノ
御

遺
志
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
？ 

あ
る
意
味
、
そ

れ
こ
そ
が
相
続
講
の
精
神
で
あ
り
、
連
座
御
影

法
要
の
精
神
的
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

＊
＊
＊

実
は
、
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
伝
承
が
「
御
本
山

御
無
禄
之
由
来
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
次

に
紹
介
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
天
明
八（
一

七
八
八
）
年
か
ら
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）

年
ま
で
真
宗
大
谷
派
の
暮
戸
教
会
（
岡
崎
市
暮

戸
町
）
を
中
心
に
記
述
さ
れ
た
、
東
本
願
寺
三

河
門
徒
の
動
向
記
録
で
あ
る
『
三
河
大
谷
派
記

録
』（
暮
戸
教
会
蔵
）
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

御
本
山
之
儀
者
、
御
開
山
様
已
来
、
都
鄙
一
同

御
経
回
被
為
在
之
、
親
く
御
化
導
被
為
遊
候

御
事
ニ
而
、
其
後　

教
如
様
御
代
、
慶
長
六
年

八
月
十
六
日
、　

教
如
様
御
隠
室
江
、
東
照
宮
様

被
為
在　

御
成
、
白
銀
三
百
枚
・
布
三
百
端

被
下
置
、
其
節
御
嫡
家
之
御
当
山
御

取
建
被
成
下
候
旨
被　

仰
出
、
敷
地
之
儀

可
被
下
置
旨
被　

命
候
事
、
依
之
翌

十
七
日
、右
之
御
礼
と
し
て
、　

教
如
様
伏
見
江

御
登
城
被
為
在
之
候
処
、
御
対
顔
之
上
、

御
寺
領
御
附
可　

下
置　

上
意
之
処
、

教
如
様
被　

仰
上
候
者
、
誠
ニ
無
残
処
、
奉
蒙

御
懇
命
辱
、
奉
敬
承
候
得
共
、
尊
大
之
寺

領
拝
領
仕
候
而
者
、
一
生
安
逸
之
身
と
罷
成
、

門
末
江
之
教
導
も
怠
り
可
申
、
然
ル
時
ハ

宗
祖
江
対
シ
、
不
本
意
ニ
御
座
候
得
者
、
寺
領
之

儀
者
、
御
断
申
上
候
、
何
卒
諸
国
末
寺
・
門
徒
ヲ

親
く
教
導
致
シ
、
右
之
帰
依
信
施
を
以

本
廟
相
続
仕
度
候
得
者
、
右
教
導
に
付
、

何
方
ニ
而
も
差
構
無
之
、
抑
（
仰
）
被
成
下
度
段

御
申
上
有
之
処
、
寺
門
之
本
意
、
左
も
可
有

之
事
と　

御
感
不
斜
上
意
被
為
在
之
候
、 

２

文
中
に
「
慶
長
六
年
八
月
十
六
日
」
と
あ
る

よ
う
に
、
こ
れ
は
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
九

月
の
関
ヶ
原
合
戦
に
勝
利
し
天
下
人
の
地
位
を

獲
得
し
た
徳
川
家
康
が
、
翌
年
八
月
に
教
如
上

人
の
「
御
隠
室
」
つ
ま
り
隠
居
所
を
訪
れ
、「
御

嫡
家
之
御
当
山
御
取
建
」
を
申
し
出
た
際
の
逸

話
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
教
如
上
人
は
文
禄
元
（
一

五
九
二
）
年
十
一
月
、
第
十
一
代
顕
如
上
人
の

急
逝
後
、
一
旦
本
願
寺
住
持
職
を
継
承
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
翌
文
禄
二
年
、
顕
如
上
人
の
内
室

如
春
尼
が
、
太
閤
・
豊
臣
秀
吉
に
三
男
准
如
を

後
継
と
す
る
旨
の
顕
如
上
人
譲
状
を
示
す
３ 

。

そ
こ
で
秀
吉
は
、
一
旦
教
如
上
人
が
継
職
し
十

年
後
に
離
職
し
て
准
如
上
人
に
譲
る
よ
う
裁
決

を
下
し
、教
如
上
人
も
そ
れ
を
了
承
す
る
が
、配

下
の
坊
官
が
譲
状
の
真
偽
に
疑
問
を
持
ち
抗
議

し
た
こ
と
で
秀
吉
の
怒
り
を
買
い
、
教
如
上
人

の
即
時
退
職
が
通
告
さ
れ
、
本
願
寺
第
十
二
代

は
准
如
上
人
が
継
職
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
教
如
上
人
は
本
願
寺
（
西
本

願
寺
）
境
内
の
北
に
屋
敷
（「
北
の
御
所
」）
を

建
て
て
移
り
住
み
、「
裏
方
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、実
際
に
は
隠
居
生
活
を
送
ら
ず
、住

研究報告

「
教き

ょ
う

如に
ょ

上し
ょ
う

人に
ん

辞じ

禄ろ
く

の
御ご

遺い

志し

」
に
つ
い
て

　
　

～
教
如
・
厳
如
両
上
人
連
座
御
影
の
精
神
的
背
景
～小

島　

智

当日の法要における講話の様子（一宮市・專福寺にて）
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持
職
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
退
職
後
も
住
持
職
と
し
て
活
動

し
続
け
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に
教
如
上
人

独
自
の
教
団
が
形
成
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
教
団

形
成
を
追
認
す
る
形
で
、
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）

年
二
月
、家
康
か
ら
京
都
烏
丸
六
条
の
寺
地（
四

町
四
方
）
寄
進
を
受
け
て
東
本
願
寺
が
別
立
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

＊
＊
＊

こ
こ
に
引
用
し
た
逸
話
は
、
ま
さ
に
そ
れ
に

先
だ
っ
て
家
康
か
ら
寺
地
寄
進
の
提
案
を
受
け

た
時
の
や
り
取
り
で
あ
る
訳
だ
が
、
重
要
な
の

は
、
八
月
十
六
日
に
隠
居
所
で
あ
る
「
北
の
御

所
」
を
家
康
が
訪
れ
た
後
、
翌
十
七
日
に
、
今

度
は
教
如
上
人
が
寺
地
寄
進
の
お
礼
と
し
て
伏

見
城
の
家
康
の
元
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
際
、
家
康
か
ら
寺
地
の
寄
進
だ
け

で
な
く
、
寺
領
の
寄
進
ま
で
申
し
出
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
如
上
人
は
そ
の

申
し
出
に
対
し
、
身
に
余
る
寺
領
を
得
て
し
ま

う
と
何
も
せ
ず
に
そ
れ
に
頼
り
、
結
果
、
末
寺
・

門
徒
衆
へ
の
教
導
（
教
化
活
動
）
も
怠
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
で
は
宗
祖
に
対
し
て
誠
に
申
し
訳

な
い
こ
と
故
、
寺
領
拝
領
に
つ
い
て
は
お
断
り

し
ま
す
と
、
明
確
に
辞
退
の
意
を
表
明
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
末
寺
・
門
徒
衆
を
教

導
し
、
そ
の
際
の
「
信
施
」（
門
信
徒
の
布
施
）

に
よ
っ
て
本
廟
（
東
本
願
寺
）
の
相
続
が
で
き

る
よ
う
、
諸
国
で
の
教
化
活
動
の
裁
可
ま
で
願

い
出
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注

目
さ
れ
よ
う
。

「
寺
領
（
禄
）」
で
は
な
く
「
信
施
」
に
よ
る

本
廟
相
続
。
何
よ
り
も
教
化
活
動
を
第
一
義
と

す
る
教
団
形
成
。
こ
れ
こ
そ
が
「
教
如
上
人
辞

禄
ノ
御
遺
志
」
の
真
意
で
あ
り
、
自
身
の
教
団

設
立
・
東
本
願
寺
別
立
の
願
い
で
あ
っ
た
と
見

て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
逸
話
は
、

教
如
上
人
と
同
時
代
の
史
料
で
確
か
め
ら
れ
て

い
る
訳
で
は
な
い
。
江
戸
後
期
の
史
料
に
「
御

無
禄
之
由
来
」
と
し
て
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ

の
点
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

内
容
は
明
ら
か
に
教
如
上
人
が
「
禄
を
辞
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
辞
禄
ノ
御
遺

志
」
と
の
言
葉
で
も
表
現
さ
れ
て
い
っ
た
と
見

て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
言

葉
が
、
昭
和
十
年
の
大
谷
派
宗
務
所
「
書
立
」

に
明
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
第
二
次

大
戦
前
ま
で
は
教
団
内
で
広
く
認
知
さ
れ
て
い

た
伝
承
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
教
如
上
人
以
後
も
東
本
願
寺
（
大
谷
派
）

教
団
の
根
本
精
神
と
な
っ
た
も
の
な
の
で
あ
り
、

そ
の
ま
ま
「
法
義
相
続
・
本
廟
護
持
」
と
い
う
、

相
続
講
の
理
念
へ
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結
び
に
か
え
て

以
上
、
相
続
講
創
設
五
十
周
年
記
念
の
教
如
・

厳
如
両
上
人
連
座
御
影
下
付
と
、
そ
れ
を
奉
懸
し

て
の
法
要
の
精
神
的
背
景
で
あ
る
「
教
如
上
人
辞

禄
ノ
御
遺
志
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
実
を
検
討
し

て
み
た
。『
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
一
六
号

で
の
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
十
一
年
八
月

の
全
教
区
へ
の
下
付
直
後
か
ら
、
名
古
屋
教
区
で

は
春
と
秋
の
年
二
回
（
基
本
三
月
と
九
月
）、
御

影
を
奉
懸
し
て
の
法
要
が
、
本
山
か
ら
の
特
派
講

師
を
招
き
各
組
（
当
時
は
全
二
二
ヵ
組
）
を
巡
回

し
て
勤
め
ら
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
場
で
は
教

如
上
人
の
こ
の
「
御
遺
志
」
が
幾
度
と
な
く
講
説

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
戦
後
は
、
詳

し
い
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
旧
七
組
の
第
七
組

と
第
二
九
組
の
み
で
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
御
遺
志
」
に
つ
い
て
も
次
第
に
省
み
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る 

。

し
か
し
、
教
化
活
動
は
現
在
の
大
谷
派
教
団

に
と
っ
て
も
第
一
義
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
「
辞
禄
ノ
御
遺

志
」
に
学
ぶ
べ
き
点
は
誠
に
多
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、第
七
組
と
第
二
九
組
の
み
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
連
座
御
影
法
要
の
意
義
も
再
確
認

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
大
切
な
真
宗
仏
事
と
し

て
拡
大
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
と

言
え
よ
う
。

１  

真
宗
大
谷
派
宗
務
所
発
行
『
真
宗
』
第
四
〇

七
号
（
昭
和
十
年
九
月
）
一
頁
。
ま
た
、
名

古
屋
教
務
所
発
行
の
『
名
古
屋
教
報
』
第
五

五
号
（
昭
和
十
年
十
月
）
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

２  『
三
河
大
谷
派
記
録
』（
真
宗
大
谷
派
岡
崎
教

務
所
、
二
〇
〇
七
年
）
十
二
頁
。

３  

こ
の
譲
状
に
つ
い
て
は
今
日
に
至
る
ま
で
真

偽
論
争
が
あ
る
［
神
田
千
里
『
顕
如
』（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
第
六
章
第
二

節
参
照
］。
た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
背

景
に
、
大
坂
本
願
寺
と
織
田
信
長
と
の
戦
い
、

い
わ
ゆ
る
石
山
合
戦
（
大
坂
本
願
寺
戦
争
）

の
終
決
に
際
し
、
和
睦
を
主
張
す
る
顕
如
上

人
派
と
、
徹
底
抗
戦
を
主
張
す
る
教
如
上
人

派
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
必
要

が
あ
る
。
な
お
、
大
坂
本
願
寺
退
去
か
ら
本

願
寺
東
西
分
立
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
、

『
教
如
上
人
と
東
本
願
寺
創
立
』（
真
宗
大
谷

派
宗
務
所
出
版
部
、
二
〇
〇
四
年
）、『
教
如

上
人
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
二
〇

一
三
年
）、『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史 

第
二
巻
』

（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
第
一
章
第

一
節
等
を
参
照
。

史
料
調
査
等
を
通
し
、
と
も
に
学
ぶ
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

荘厳された教如・厳如両上人連座御影
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今
回
、
研
究
生
修
了
報
告
に
あ
た
り
、
テ
ー

マ
を
「
聞
法
は
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
」
と
定
め

ま
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
三
年
間
自
分
な
り
に

課
題
を
持
っ
て
学
ん
で
き
た
結
果
、
仏
法
を
学

ぶ
根
本
は
、
日
々
の
暮
ら
し
と
密
着
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
結
論
に
改
め

て
思
い
至
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、

長
く
闘
病
生
活
を
送
っ
て
い
た
父
が
、
今
年
は

じ
め
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
葬
儀
は
研
究

生
の
三
年

間
の
集
大

成
と
言
っ

て
も
過
言

で
は
な
い

出
来
事
で

し
た
。
父

の
死
に
顔

は
「
怠
け

ず
精
進
せ

よ
」と
、私

を
叱
咤
し

て
く
れ
て

い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
最
も
感
動
し
た
事
柄
は
、
お

念
仏
の
あ
り
が
た
み
、
大
事
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
こ
と
で
し
た
。「
お
念
仏
に
よ
っ
て
人
生
の

ま
こ
と
が
輝
く
」
と
曽
我
量
深
先
生
は
『
歎
異

抄
聴
記
』
の
中
で
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
父
が
身
を
も
っ
て
知
ら
し
め
て
く
れ
た

も
の
と
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

私
に
は
重
篤
な
基
礎
疾
患
が
あ
り
、
こ
の
先

そ
れ
ほ
ど
長
く
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
残
さ
れ

た
限
り
あ
る
時
間
の
中
、「
法
に
生
き
る
」
こ
と

を
願
い
、「
仏
の
教
え
を
聴
く
」
生
活
を
、
お
念

仏
と
と
も
に
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
い
や
、
お

念
仏
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
さ

に
「
念
仏
に
ま
さ
る
べ
き
善
な
き
ゆ
え
に
」（『
歎

異
抄
』
第
一
章
）
で
す
。
そ
れ
が
広
義
の
意
味

で
、
日
々
の
「
暮
ら
し
の
中
に
聞
法
を
存
在
せ

し
め
る
」
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

池い
け
が
み上　

秀ひ
で

隆た
か

真
宗
本
廟
奉
仕
団
の
講
義
の
中
、『
大
経
』
下

巻
の
「
汝
、
起
ち
て
更
に
衣
服
を
整
え
」
を
通
し
、

「
座
っ
て
い
る
私
に
過
去
の
価
値
観
を
棄
て
て
、法

蔵
菩
薩
の
願
い
を
受
け
止
め
応
答
し
な
け
れ
ば
本

願
は
成
就
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
。
大
変
難
し
く
、
そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、『
大
経
』
の
学
び
を
始
め
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
「
わ
か
っ
て
も
、
わ
か
ら
な
く
て
も
念

仏
申
し
な
さ
い
。
そ
し
て
念
仏
に
育
て
ら
れ
な
さ

い
」
と
い
う
法
語
に
も
出
あ
い
ま
し
た
。「
念
仏

一
つ
」
と
は
こ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

あ
り
が
た
い
ご
縁
で
し
た
。

私
は
夫
婦
二
人
で
平
穏
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た

が
、
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
、
厳
し
い
状
態
に

追
い
込
ま
れ
、
聞
法
し
て
お
友
達
に
出
あ
う
と
い

う
日
々
も
保
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
苦

し
い
時
、
悲
し
い
時
、
自
分
勝
手
に
き
り
き
り
舞

い
し
て
い
る
時
、
諸
先
生
の
助
言
や
研
究
生
の
皆

さ
ん
の
優
し
い
眼
差
し
を
い
た
だ
き
、
こ
の
娑
婆

を
生
き
る
力
を
頂
き
ま
し
た
。「
娑
婆
の
こ
と
は

タ
ン
タ
ン
と
、
お
念
仏
は
一
心
専
念
に
」
と
仲
間

に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
所
が
与
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
大
変
喜
び
ま
し
た
。

尾お

関ぜ
き　

邦く
に

子こ

研
究
生
の
学
び
の
中
、
私
自
身
が
得
た
も
の

を
い
く
つ
か
お
話
し
し
ま
す
。
一
つ
は
諸
先
生

方
の
講
義
を
通
し
て
得
ら
れ
た
新
し
い
知
見
で

す
。
荒
山
淳
先
生
は
『
観
経
』「
王
舎
城
の
悲

劇
」
を
力
強
く
講
義
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
苦
悩

に
沈
む
イ
ダ
イ
ケ
が
自
身
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
て
い
く
歩
み
を
聞
き
、「
三
願
転

入
」
を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
学
び
で
は
ケ
ア
の
現
場

で
の
死
生
観
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
法
務
で
お

会
い
す
る
、
自
身
の
病
気
を
話
し
て
く
だ
さ
る

御
門
徒
さ
ん
に
対
す
る
姿
勢
が
変
化
し
た
と
感

じ
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
座
談
会
の
司
会
進
行
の
経
験
で

す
。
今
ま
で
司
会
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
ま
た

座
談
会
の
中
、
共
に
学
ぶ
研
究
生
か
ら
聞
く
こ

と
が
で
き
た
様
々
な
人
生
経
験
や
人
生
観
は
、

私
に
多
く
の
学
び
と
問
い
を
与
え
て
く
だ
さ
る

も
の
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
学
び
を
通
し
て
改
め
て
、
真
宗
の

「
自
信
教
人
信
」、
私
自
身
の
聞
法
の
在
り
方
が

問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
覚
が
芽
生
え
ま

し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
研
究
生
の
学
び
で
得
ら
れ

た
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

加か

藤と
う　

心し
ん

華げ

「
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
れ
ば
助
か
る
。
助
か

ら
な
け
れ
ば
称
え
な
い
の
か
」、
そ
う
い
っ
た
損

得
の
動
機
で
学
ん
で
い
た
こ
と
を
研
究
生
一
年

目
が
終
わ
る
時
に
気
付
き
、
恥
ず
か
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
残
り
の
二
年
間
は
蓮
如
上

人
が
『
御
文
』
の
中
で
言
わ
れ
る
「
信
心
決
定
」

を
念
頭
に
学
び
ま
し
た
。

池
田
勇
諦
先
生
は
「
衆
生
の
信
心
は
フ
ラ
フ

ラ
し
て
て
あ
て
に
な
ら
な
い
。
凡
夫
は
信
心
決

定
で
き
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
中
村
薫
先
生
は
、
入
院
中
の
病
室
に
て
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
た
け
れ
ど
も
、
一
向
に

回
復
し
な
い
。
し
か
し
あ
る
時
ふ
と
「
弥
陀
の

五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と

え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
」
と
い
う
言

葉
が
出
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
ら
気
が

楽
に
な
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
色
々
な
先
生
方
に
信
心
に
つ
い
て
尋

ね
て
き
ま
し
た
が
、
皆
、
異
な
る
表
現
で
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
、
私
は
信
心
決
定
し

た
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
決
定
し
た
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
荒
山
淳
先
生
が
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
、「
自
他
の
仏
法
の
語
ら
い
の
中
で

信
心
が
芽
生
え
て
く
る
」
よ
う
に
、
こ
の
先
も

④

教
化
セ
ン
タ
ー
研
究
生　

第
十
四
期
生修了

報
告

研修報告

修了証授与式〈2025年4月〉

二
〇
二
五
年
四
月
二
十
四
日
、
教
化
セ
ン
タ
ー
研
究
生
第
十
四
期
生
の
修
了
式
が
行
わ
れ
た
。

世
代
も
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
も
大
き
く
異
な
る
者
が
共
に
学
び
、
意
見
を
交
わ
し
た
三
年
間
は
、

か
け
が
え
の
な
い
「
時
」
と
「
場
」
と
な
っ
た
。

修
了
式
で
は
各
自
、
研
究
生
と
し
て
歩
む
中
で
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
自
由
に

報
告
す
る
機
会
を
設
け
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
報
告
の
一
部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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聞
法
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

佐さ

藤と
う　

和か
ず

生お

研
究
生
の
三
年
間
、
様
々
な
先
生
方
か
ら
た

く
さ
ん
の
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し

ど
れ
だ
け
の
内
容
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

た
か
と
言
え
ば
、
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。
反
省

し
た
い
点
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
講
義
の
資

料
は
き
ち
ん
と
手
元
に
残
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

勉
強
を
し
直
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の

学
習
で
す
。
研
究
生
だ
け
で
は
な
く
、
組
の
推
進

員
養
成
講
座
で
も
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
で
私
自
身
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
寺
離

れ
も
進
み
、
何
を
頼
り
に
し
て
良
い
の
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
現
代
。
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
時
に

一
番
大
切
に
な
る
の
は
お
寺
さ
ん
、
そ
し
て
お
念

仏
の
教
え
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

自
分
自
身
が
助
か
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

こ
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
残
さ
れ
た
人
達
に
ど

う
伝
え
て
い
く
の
か
が
、
お
寺
に
と
っ
て
重
要

な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
門
徒
と
し
て
は
手

を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
だ
と
も
思
い
ま

す
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴す
ず

木き　

宏こ
う

司じ

お
参
り
の
際
、
あ
る
ご
門
徒
が
「
私
は
仏
様

よ
り
も
亡
く
な
っ
た
人
の
こ
と
を
大
切
に
思
う
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
私
と
、
ご

本
尊
と
、
亡
き
ご
先
祖
と
、
浄
土
真
宗
に
お
い

て
こ
の
三
点
は
ど
う
関
る
の
か
と
い
う
こ
と
が

私
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

『
御
消
息
拾
遺
』
に
は
、
亡
き
方
は
お
浄
土
に

還
っ
て
い
か
れ
る
。
私
達
も
そ
の
場
に
往
き
生

ま
れ
、
出
あ
い
、
救
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
語
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
に
お
い

て
は
、
亡
き
先
祖
を
憶
う
と
い
う
よ
り
、
還
っ

て
い
か
れ
た
浄
土
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
も
、
ご
本
尊
を
中

心
に
据
え
た
お
仏
壇
、
本
堂
な
ど
の
形
あ
る
場

が
作
ら
れ
、
仏
事
と
し
て
手
を
合
わ
せ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

本
尊
に
心
を
向
け
ず
亡
き
方
に
手
を
合
わ
せ

る
時
は
、
対
外
的
に
感
謝
を
述
べ
る
以
上
の
こ

と
は
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
ま
ま

の
私
を
受
け
止
め
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
仏
の
願

い
に
出
あ
う
仏
事
と
し
て
手
を
合
わ
せ
る
。
そ

の
こ
と
を
通
し
、
亡
き
方
か
ら
願
い
を
か
け
ら

れ
て
い
る
私
自
身
の
在
り
方
が
見
え
て
く
る
と

共
に
、
願
い
を
か
け
て
い
る
諸
仏
と
し
て
、
亡

き
方
と
出
あ
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。

松ま
つ
も
と本　

顕け
ん

大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
研
究
生
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
真
最
中
で
お
参

り
が
減
少
す
る
な
ど
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
っ

て
戸
惑
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
前
向
き
な
姿
勢
で
学
び
、
日
々
の
お
参
り
に

も
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

学
習
会
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
池
田

真
先
生
の
「
ど
う
し
て
お
勤
め
す
る
の
か
」
に

つ
い
て
の
学
び
で
す
。
私
は
法
務
で
月
参
り
に

行
き
ま
す
が
、
亡
き
人
と
共
に
、
仏
の
回
向
を

い
た
だ
き
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
、
講

義
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
回
向
に
は
、聞

法
を
続
け
な
が
ら
幸
せ
に
生
き
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
願
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

座
談
の
場
で
は
、
講
義
を
通
し
て
気
づ
い
た

疑
問
や
問
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、無

知
な
自
身
を
知
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
、
新
た
な

気
づ
き
や
発
見
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
「
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
」
と
い
う
こ
と

の
大
事
さ
を
知
ら
さ
れ
た
こ
と
が
、
研
究
生
の

三
年
間
の
中
で
一
番
の
収
穫
で
し
た
。
出
あ
え

た
言
葉
や
課
題
を
今
後
も
見
直
し
つ
つ
、
学
び

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

三み

輪わ　

英ひ
で

之ゆ
き

池
田
真
先
生
の
最
後
の
講
義
で
「
私
を
生
き
て

い
く
智
慧
を
い
た
だ
く
。
そ
れ
が
南
無
阿
弥
陀
仏

の
聞
法
で
あ
る
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。
辞
書
で
調

べ
て
み
る
と
、「
私
」
と
い
う
言
葉
は
「
わ
た
く

し
の
転
」
と
あ
り
、「
わ
た
く
し
」
は
「
自
分
自

身
の
こ
と
、
自
分
だ
け
の
利
益
や
都
合
を
考
え
る

こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
自
己
中
心
を
表
す
言
葉
の

よ
う
で
す
が
、「
生
き
る
」
と
い
う
言
葉
が
付
く

と
違
っ
て
き
ま
す
。
自
分
の
利
益
や
都
合
だ
け
で

「
私
を
生
き
る
」
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
娑
婆
に

生
き
る
私
達
は
互
い
に
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
生
き

る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、人

は
人
を
救

え
る
の
か
。

人
を
救
う

こ
と
を「
慈

悲
」と
言
い

ま
す
。『
歎

異
抄
』で
は

「
お
も
う
が

ご
と
く
た

す
け
と
ぐ

る
こ
と
、き

わ
め
て
あ

り
が
た
し
」

と
、
人
が
人
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
困
難
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
私
達
は
自
分
で
救
わ
れ
る
道
を
探
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
方
法
が
聞
法
で
あ

り
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
て
教
え
を
い
た
だ

い
て
い
く
の
だ
と
、
先
生
は
述
べ
ら
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
娑
婆
の
中
で
生
き
、
そ
し
て
行

き
詰
ま
っ
た
時
、
聞
法
に
よ
っ
て
い
た
だ
い
た

教
え
か
ら
自
身
の
在
り
方
を
見
つ
め
、
修
正
し

な
が
ら
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

山や
ま
ぐ
ち口　

初は
つ

一い
ち

『
真
宗
聖
典
』
を
初
め
て
手
に
し
た
時
、
そ
の

ず
っ
し
り
と
し
た
重
み
を
感
じ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
学
び
た
い
気
持
ち
は
あ
り
な
が
ら
も
、

知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
心
配
も
あ
り
ま
し
た
。

聖
典
を
開
け
ば
難
し
い
言
葉
ば
か
り
で
不
安
は

募
り
ま
す
。
そ
こ
で
思
わ
ず
「
な
ぜ
私
の
よ
う

に
何
も
知
ら
な
い
人
間
が
研
究
生
に
な
れ
た
の

か
」
と
先
生
に
尋
ね
る
と
、「
ご
縁
で
す
よ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
、
こ
の

言
葉
に
救
わ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
三
年
間
、
休
ま
ず
頑
張
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
、
仲
の
良
か
っ
た
従
兄
弟
、

母
、
そ
し
て
ま
た
別
の
従
兄
弟
と
、
間
を
置
か

ず
立
て
続
け
に
縁
有
る
方
と
の
死
別
が
あ
り
ま

し
た
。
何
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
「
ご
縁
で
す
よ
」
と
い
う

言
葉
を
思
い
出
し
、
こ
の
別
れ
も
ご
縁
だ
っ
た

の
だ
と
思
い
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
だ
気
持
ち
の
整
理
は
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
は
自
分
の
始
ま
り
と
い
う
も
の
を
痛
切

に
感
じ
て
い
ま
す
。

横よ
こ

井い　

ヨ
ネ
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悲
し
む
こ
と
が
難
し
い
現
代

災
害
や
事
故
に
お
い
て
、
死
別
や
離
別
か
ら

悲
嘆
が
生
じ
る
。
医
療
に
お
い
て
、
病
と
死
に

関
わ
る
悲
嘆
が
生
じ
る
。
介
護
に
お
い
て
、
老

い
に
関
わ
る
悲
嘆
が
生
じ
る
。
様
々
な
現
場
か

ら
、
そ
こ
に
生
じ
る
悲
嘆
に
対
し
て
、
心
の
ケ

ア
が
必
要
だ
と
い
う
声
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
喪

失
に
よ
る
悲
嘆
は
、
古
来
人
間
が
抱
え
て
き
た

姿
で
あ
り
、
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

老
病
死
に
関
わ
る
問
題
は
、
仏
教
が
問
い
続
け

て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。
人
と
し
て
生
ま
れ
、
生

き
て
い
く
上
で
、
誰
も
が
悲
嘆
を
抱
え
な
が
ら

苦
悩
し
て
い
る
。
そ
れ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な

く
、
根
本
的
な
課
題
と
し
て
た
ず
ね
て
き
た
こ

と
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
悲
嘆
に
向
き
合
え
ば

良
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
ず
、
苦
悩
を

深
め
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
精
神
科
医
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
臨
床
宗
教
師

な
ど
、
専
門
家
に
よ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
悲
嘆
を
抱
え
る
こ
と
は
自
然
な
こ

と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。
悲
嘆
を
語
る
こ
と
や
向
き
合
う
こ

と
が
非
常
に
難
し
く
な
っ
た
こ
と
は
、
現
代
社

会
の
課
題
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
様
々
な
取
り

組
み
が
興
起
し
た
と
い
え
る
。

そ
の
中
で
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
い
う
動
き
も
生

ま
れ
て
き
た
。
特
に
、
喪
失
に
よ
り
起
こ
る
姿

を
「
グ
リ
ー
フ
」
と
い
う
言
葉
で
丁
寧
に
見
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
悲
し
み
や
悲
嘆

と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
実

際
に
起
き
る
影
響
や
反
応
は
多
様
で
あ
る
。
ま

た
、
心
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
や
行
動

に
も
表
れ
る
こ
と
も
あ
る
。「
グ
リ
ー
フ
」
と
い

う
表
現
に
よ
っ
て
確
か
め
て
い
く
こ
と
は
、
そ

の
多
様
な
姿
を
決
め
つ
け
ず
、
否
定
せ
ず
、
一

人
ひ
と
り
と
丁
寧
に
出
あ
っ
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
グ
リ
ー
フ
」
…
人
や
も
の
な
ど
を
失
う
こ

と
に
よ
り
生
じ
る
、
そ
の
人
な
り
の
自
然

な
反
応
、
状
態
、
プ
ロ
セ
ス

「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
…
グ
リ
ー
フ
を
大
切
に

す
る
こ
と

悲
し
み
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か

グ
リ
ー
フ
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
喪
失
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
や
反
応
が
生

じ
る
こ
と
は
、
大
切
な
存
在
と
の
出
あ
い
の
証

で
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
生
じ
た
グ

リ
ー
フ
を
丁
寧
に
た
ず
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
思
う
。

た
だ
、
そ
の
姿
を
表
に
出
す
こ
と
が
た
め
ら

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
向
き
合
い
方
に
苦
し

む
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
世
間
的

に
は
、
悲
し
み
か
ら
の
回
復
や
乗
り
越
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と

努
力
す
る
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
。
自
分
の

計
ら
い
を
超
え
て
グ
リ
ー
フ
が
生
じ
て
い
る
た

め
、
計
ら
い
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

乗
り
越
え
る
こ
と
や
立
ち
直
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
る
周
囲
の
圧
力
か
ら
、
乗
り
越
え
ら

れ
な
い
こ
と
に
不
安
と
焦
り
を
感
じ
て
自
分
を

責
め
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。
苦
し
み
に
苦
し

み
を
重
ね
、
グ
リ
ー
フ
を
大
切
に
生
き
て
い
く

こ
と
が
難
し
く
な
る
。

グ
リ
ー
フ
は
乗
り
越
え
る
も
の
と
考
え
る
よ

り
、
そ
れ
と
と
も
に
ど
う
歩
ん
で
い
く
の
か
を

た
ず
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
喪
失
し

た
大
切
な
存
在
と
の
関
係
を
歩
む
一
つ
の
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
グ
リ
ー
フ

は
異
常
で
は
な
く
自
然
な
姿
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
の
歩
み
方
も
一
人
ひ
と
り
異
な
る
。
そ
の
一

人
ひ
と
り
の
姿
が
尊
重
さ
れ
て
い
く
た
め
に
、ま

ず
グ
リ
ー
フ
に
つ
い
て
知
る
こ
と
、
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
共
有
と
周
知
が
、
グ

リ
ー
フ
を
生
き
や
す
い
世
の
中
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
う
。

仏
事
の
場
が
悲
し
み
の
姿
を

受
け
と
め
て
く
れ
る

グ
リ
ー
フ
に
対
す
る
取
り
組
み
は
様
々
な
現

場
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
年
忌
法
要
、
月
忌

参
り
な
ど
の
仏
事
は
、
す
で
に
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

の
は
た
ら
き
を
持
つ
場
と
し
て
勤
め
ら
れ
て
き

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
亡
き
人
を
偲
び
、
出
あ

い
直
す
こ
と
が
で
き
る
仏
事
は
、
自
分
な
り
の

グ
リ
ー
フ
を
抱
え
て
い
く
歩
み
と
し
て
大
事
な

機
会
と
な
る
。
亡
き
人
を
思
い
返
し
て
涙
を
流

し
た
り
、
笑
っ
た
り
、
一
人
ひ
と
り
の
姿
が
尊

重
さ
れ
、
受
け
と
め
ら
れ
て
い
く
場
と
し
て
、
ご

本
尊
を
中
心
に
仏
事
が
開
か
れ
て
き
た
。
そ
の

仏
事
の
は
た
ら
き
を
大
切
に
、
喪
失
の
中
で
抱

え
て
い
る
自
分
の
思
い
を
表
現
で
き
る
場
づ
く

り
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

グ
リ
ー
フ
を
語
れ
る
社
会
に

現
代
社
会
は
、
グ
リ
ー
フ
を
表
現
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
元
気
に
明
る
く
楽
し
く
生
き
る
こ
と
を

求
め
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
が
、
人
生
は
そ
れ
だ

け
で
押
さ
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
喪
失
に

よ
っ
て
抱
え
る
グ
リ
ー
フ
も
ま
た
、
生
き
て
い
く

上
で
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大

切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

を
特
別
な
こ
と
に
せ
ず
、
日
常
の
中
で
大
切
に
で

き
る
こ
と
と
し
て
共
有
で
き
れ
ば
と
思
う
。
そ
し

て
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
グ
リ
ー
フ
を
日
常
で
語

れ
る
社
会
に
な
れ
ば
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
願
い

を
も
と
に
、
お
寺
か
ら
グ
リ
ー
フ
の
学
び
を
始
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

私
も
グ
リ
ー
フ
を
抱
え
た
一
人

自
分
自
身
の
グ
リ
ー
フ
を
丁
寧
に
た
ず
ね

て
い
く
こ
と
が
他
者
の
グ
リ
ー
フ
に
向
き

合
う
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
真
宗
教
化
②

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
方
向

吉
田　

暁
正

研究報告
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現
代
社
会
に
お
い
て
「
宗
教
離
れ
」
と
い
う

こ
と
が
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り
の

生
活
に
お
け
る
〝
ご
本
尊
喪
失
〟
の
姿
に
象
徴

さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
宅
に
お
内

仏
が
無
く
て
も
一
向
に
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。

今
こ
そ
、
ご
本
尊
、
お
内
仏
を
課
題
と
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、
お

内
仏
等
の
意
味
や
お
飾
り
の
仕
方
を
紹
介
し
た

冊
子
『
お
内
仏
の
お
荘
厳
』
の
作
り
直
し
作
業

を
二
〇
二
四
年
度
よ
り
始
め
て
い
る
。
ま
ず
は
、

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
発
表
、
学
習
を
行
っ
た
。

「
真
宗
の
仏
事 

研
究
・
学
習
班
」　 

＊
五
十
音
順

小
島 

智　

 

（
第
31
組
正
光
寺
／
教
化
セ
ン
タ
ー

業
務
嘱
託
）「
お
内
仏
の
歴
史
的
変

遷
」
＊
今
回
は
報
告
省
略

内
藤 

啓
喜
（
第
21
組
成
信
寺
門
徒
／
株
式
会
社

大
黒
屋
仏
壇
店 

代
表
取
締
役
）

林 

俊
成　

  （
第
31
組
瑞
光
寺
） 

安
井 

圭　

  （
第
26
組
德
照
寺
）

吉
田 

暁
正
（
第
2
組
清
勝
寺
／
教
化
セ
ン
タ
ー

業
務
嘱
託
）「
ご
本
尊
の
現
代
的
意

味
」
＊
今
回
は
報
告
省
略

荘
厳
の
意
義

荘
厳
の
意
義
を
「
指し

方ほ
う

立り
っ

相そ
う

」
で
あ
る
と
定
義

し
た
い
。「
指
方
立
相
」
と
は
善
導
大
師
の
著
書

『
観
経
疏
』
定
善
義
の
像
観
に
あ
る
お
言
葉
で
す
。

ま
た
い
ま
こ
の
観か

ん

門も
ん

は
等ひ

と

し
く
た
だ
方ほ

う

を

指さ

し
相そ

う

を
立た

て
て
、
心し

ん

を
住と

ど

め
て
境き

ょ
う

を
取と

ら
し
む
。

こ
の
お
言
葉
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、「
私
た
ち
は
ど
こ
に
仏
様
の
世
界
が
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
事
実
で
す
。
阿
弥
陀
如
来

は
ど
こ
ま
で
も
利
他
的
で
す
。
浄
土
が
分
か
ら
な
い

私
た
ち
の
た
め
に
浄
土
と
い
う
相
を
立
て
た
の
で
す
。

仏
の
方
か
ら
一
切
衆
生
の
た
め
に
ど
ち
ら
の
方
向
に

仏
の
世
界
が
あ
る
の
か
示
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
「
仏
様
の
世
界
（
浄
土
）

が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
事
実
を
抜
き
に
し
て
、

浄
土
の
荘
厳
を
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ

れ
で
は
単
に
知
識
が
増
え
た
だ
け
で
、
自
分
自

身
を
い
た
だ
い
て
い
く
意
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。

そ
う
で
は
な
く
、「
指
方
立
相
」
の
お
言
葉
か

ら
、
浄
土
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
私

た
ち
の
迷
い
の
身
の
事
実
に
還
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
す
。
そ
の
と
き
に
初
め
て
浄
土
の
荘
厳
の
意

義
を
考
え
る
こ
と
と
、
自
分
自
身
を
い
た
だ
い
て

い
く
こ
と
が
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

安
井　

圭

仏
壇
業
界
の
現
実

私
は
、名
古
屋
大
須
南
の
本
町
通
り
通
称〝
仏

壇
通
り
〟
で
仏
壇
仏
具
の
小
売
業
を
営
ん
で
い

る
立
場
か
ら
、「
仏
壇
業
界
の
現
実
」
を
課
題

テ
ー
マ
と
し
て
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
名
古
屋
地
区
で
江
戸
時
代
か
ら
広
く
使

わ
れ
て
き
た
仏
壇
で
あ
る
「
名
古
屋
仏
壇
」
に
つ

い
て
起
源
の
歴
史
や
特
徴
を
調
べ
る
と
と
も
に
、

現
在
流
通
し
て
い
る
仏
壇
は
意
匠
や
サ
イ
ズ
、
素

材
や
工
法
に
よ
っ
て
、
金
仏
壇
（
名
古
屋
仏
壇
は

こ
の
中
に
分
類
さ
れ
ま
す
）、
唐
木
仏
壇
、
モ
ダ

ン
仏
壇
、
ミ
ニ
仏
壇
、
手
元
供
養
用
具
と
五
つ
に

分
類
化
さ
れ
る
こ
と
を
確
か
め
ま
し
た
。
直
近
十

年
間
で
モ
ダ
ン
仏
壇
と
ミ
ニ
仏
壇
が
極
端
に
需
要

を
拡
大
し
、
そ
の
反
面
で
金
仏
壇
と
唐
木
仏
壇
の

需
要
が
激
減
し
て
い
る
傾
向
が
自
社
デ
ー
タ
か
ら

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
原
因
と
し
て
、

一
．
和
室
が
な
い
住
環
境
の
増
加 

二
．
少
子
高
齢
化
に
よ
り
子
ど
も
の
い
な
い
世
帯

と
単
身
者
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、継
承
を
前
提
と

す
る
仏
壇
へ
の
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と

三
．
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
大
型
家

具
量
販
店
と
い
う
新
規
参
入
業
者
の
増
加
、
が
起

因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
解
を
業
界

紙
の
提
供
デ
ー
タ
を
元
に
し
て
示
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
で
仏
壇
業
界
が
大
き
な
過
渡
期

を
迎
え
て
い
る
現
状
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
そ

れ
を
研
究
・
学
習
班
の
末
席
の
一
員
と
し
て
、

『
お
内
仏
の
お
荘
厳
』
の
改
訂
に
ど
の
よ
う
な
形

で
落
と
し
込
ん
で
い
け
る
の
か
を
今
後
は
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

内
藤　

啓
喜

お
内
仏
に
対
す
る
意
識
調
査

今
回
「
お
内
仏
に
対
す
る
意
識
調
査
を
通
し

た
学
び
」
と
し
て
、「
世
間
の
一
般
大
衆
」
で
は

な
く
、「
目
の
前
の
一
人
」
と
向
き
合
う
こ
と
を

目
的
に
、
月
忌
参
り
の
際
に
、
研
究
発
表
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
上
で
、「
お
内
仏
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
？
」と
い
う
形
で
話
題
を
提
供
し
、自

由
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
以
下
、
得
ら
れ
た

話
の
内
容
を
要
約
し
て
報
告
す
る
。

㈠
故
人
や
仏
と
の
「
対
話
の
場
」

あ
る
方
は
、
お
内
仏
は
「
故
人
に
思
い
を
伝
え

る
シ
ン
ボ
ル
（
象
徴
）」
と
言
わ
れ
た
。
別
の
方

は
、
外
で
は
隠
し
て
い
る
つ
ら
い
気
持
ち
を
、
仏

前
で
の
み
、
語
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
か
さ
れ
た
。

㈡
家
族
の
来
歴
を
振
り
返
る
「
よ
す
が
」

お
内
仏
の
ご
本
尊
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
空

襲
の
記
憶
や
、
お
給
仕
を
し
て
い
た
家
族
の
思

い
出
を
語
ら
れ
た
方
も
い
た
。

㈢
手
を
合
わ
せ
る
「
習
慣
の
基
盤
」

朝
の
お
勤
め
を
し
な
い
と
一
日
が
始
ま
ら
な

い
、
一
日
の
終
わ
り
に
仏
前
で
そ
の
日
の
出
来
事

を
振
り
返
る
習
慣
が
で
き
た
、
と
の
声
も
あ
っ
た
。

研
究
・
学
習
班
で
の
議
論
で
は
、「
日
常
と
非

日
常
」
に
つ
い
て
話
が
及
ん
だ
。
葬
儀
や
年
忌
法

要
と
い
っ
た
数
年
に
一
度
の
「
非
日
常
」
の
場
だ

け
で
は
な
く
、
毎
日
の
お
朝
事
、
毎
月
の
月
忌
参

り
の
よ
う
な
「
日
常
」
に
お
い
て
、
仏
前
に
身
を

置
き
、
語
り
合
う
こ
と
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

今
回
、「
お
内
仏
」
と
い
う
言
葉
を
手
掛
か
り
に
、

一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
歩
み
や
、
抱
え
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
話
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
た
。
各
人
の
思
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
日
々
、

と
も
に
教
え
を
聞
い
て
い
き
た
い
。 

林　

俊
成

研究報告

「
真
宗
の
仏
事（
特
に
ご
本
尊
・
お
内
仏
）

研
究
・
学
習
班
」
報
告



①聖典研修「『正信偈』を読む」　開講
講　師：梶原　敬一 氏（姫路第一病院小児科部長・真宗大谷派僧侶）
第二回　12月６日　34名聴講
第三回　１月24日　26名聴講
第四回　３月14日　25名聴講
第五回　５月16日　23名聴講
＊全５回／教務所１階 議事堂
2023年度、2024年度は『正信偈』を学んだ。
2025年度は鶴見晃氏（同朋大学教授）を招き、『観無量寿経』
を学ぶ。
★この頁下部「INFORMATION」参照

②研究生学習会
•「観経序分に学ぶ　～『現代の聖典』を読む～」
講　師：荒山　淳 氏 （教化センター前主幹）
３月11日
•グリーフケア
講　師：吉田　暁正 氏（業務嘱託[研究］）
12月９日
•別院報恩講（自由参拝）
12月13日～ 18日
•教化センター報恩講 勤修
　 （修了報告中間発表）
１月22日
•研究生奉仕団
２月26日・27日
•修了レポート報告会、修了証授与式
４月24日
★４・５面に研究生第14期生修了報告を掲載

■教化センター
〈開館〉 月～金　10:00～21:00
〈貸出〉 書籍２週間　視聴覚１週間

■名古屋別院・名古屋教区・教化センターホームページ
 ［お東ネット］https://www.ohigashi.net
■お東ネット内で、教化センター所蔵図書・視聴覚教材を検索できます。

お東ネット

教化センターSNS

検索

《雑感》 誰かと時間や行動をともにするよりも、気兼ねのないお一人様が好きだ。
しかし、多様な価値観や経験を持つ人 と々の交流を通してこそ、自分だけでは得
られない視点が開かれ、一人では到達できない結果が生まれるのも事実である。
親鸞聖人が善鸞義絶にあたり「破僧罪」（『御消息拾遺』）を指摘された背景には、
僧団を意識されていたことが窺える。それでは、真宗における僧伽とは如何なるも
のか。10年以上にわたり私が考え続けている課題である。
「教区教化のセンター」を教区の皆様とともに考え、ともに実働していきたい。その
先に僧伽が形成されるという期待を込めて。（た）

①大谷派の近現代史
•第36回「平和展」開催
３月18日から24日にかけ、第36回「平和展」「真宗大谷派
の海外侵出―『満州開教』（「満蒙開拓団」編）―」を開催した。
期間中、約200名の方々にご来場いただき、「満蒙開拓団」
の実態や真宗大谷派が「開拓団開教」に注力した様子を展
示した。23日には、平和展スタッフによる展示解説が行わ
れ、来場された方々が熱心に質問する姿が見られた。
•平和展特別学習会　開講
（３月19日／別院対面所／約40名聴講）
講　師：寺沢　秀文 氏（満蒙開拓平和記念館館長）
「満蒙開拓団の史実から学ぶもの」
「満蒙開拓団」の歴史的背景や実情が解説された。また、
現代を生きる私たちには、
自分事として史実を学ぶこ
とが問われていると提起さ
れた。なお、講演の様子は、
当センターのYouTubeチャ
ンネルにて公開予定。
•平和展学習会　実施
12月13日・１月29日・
２月17日・25日・５月15日

②尾張の真宗史
•教区内外の真宗大谷派寺院所蔵法宝物の調査
★２・３面に関連記事を掲載
•『御消息』を読む会　実施
４月14日

③現代社会と真宗教化
•グリーフケアスタッフ学習会
４月22日
★６面にグリーフケアの記事を掲載
•学習テキスト『御同朋を生きる』を通して、
当センター関係者による「是旃陀羅」問題の学習　実施
12月24日・１月17日・２月12日・３月21日・
４月30日・５月29日

④真宗の仏事 研究・学習班
•学習会、『お内仏のお荘厳』改訂協義　実施
12月20日・１月15日・２月28日・３月７日・
４月18日・５月15日
★7面に報告記事を掲載
•特別講座「真宗のご本尊の歴史的変遷」　開講
（2025年１月15日／教務所1階 議事堂／ 20名聴講）
講　師：青木　馨 氏（同朋大学仏教文化研究所客員所員、

真宗大谷派蓮成寺（碧南市）住職）

◆2025年度「聖典研修」（予定）
テーマ「『観無量寿経』の教え ―「観経和讃」を通して―」
講師：鶴見　晃 氏（同朋大学文学部仏教学科教授）
時間：午後６時～８時
会場：教務所1階 議事堂
期日：（全５回）
　　　第１回　2025年10月10日（金）
　　　第２回　12月９日（火）
　　　第３回　2026年２月24日（火）
　　　第４回　４月７日（火）
　　　第５回　６月２日（火）

◆研究生第15期生 
前号でご案内した研究生第15期生が、７月より始動します。
教区内の大谷派寺院に所属する満20歳以上の方を対象に募
集を行い、僧籍の有無にかかわらず13名の方々にご応募い
ただきました。
※募集はすでに終了しています。

研究業務報告（2024年12月～ 2025年５月） 研修業務報告（2024年12月～ 2025年５月）

SNS

◎教区教化のセンター 検討会議①、②
あるべき教化センターのすがたとその具体化に向けて、話し
合いの場を設けている。2024年度当初より、教化センタース
タッフによる検討会議①、また教化委員会、別院職員より選
ばせていただいた方と教区駐在教導、教化センター職員で構
成する検討会議②を設け、協議を重ねている。

・検討会議①
2024年12月11日、
2025年１月10日、２月３日、３月３日、４月４日、５月９日

・検討会議②
2024年12月９日、
2025年１月10日、２月25日、３月28日、４月28日

鶴見　晃 氏
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